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本論文は、火葬炉における燃焼制御の高度化と環境負荷低減技術の確立を目指

したもので、特に火葬炉の構造・運転方法の改良とコンピューターによる燃焼制

御の高度化による安定燃焼方法を確立、ダイオキシン類の排出抑制方法を提案す

るとともに、水銀およびクロムの排出挙動を解析した一連の研究をまとめたもの

であり、6 章からなっている。 

第 1 章は序論であり、日本の火葬の歴史的背景、現在の火葬を取り巻く環境お

よび研究の目的を述べた。 

第 2 章では、バッチ燃焼となる火葬炉で安定燃焼を確保するための炉本体の設

計とコンピューターによる高度燃焼制御システムにおける制御プログラムの作成

について述べた。炉本体の設計においては、主燃焼炉では二次空気吹込み法、難

燃焼物を炉内台車より浮かせる特殊形状の架台の設置、再燃焼炉では、竪形円筒

型の形状とし、かつ内部に２ヶ所の絞りを設け、酸素濃度制御法、炉圧制御につ

いて工夫をした。また、プログラムの作成法については、燃焼理論による燃焼プ

ログラムに経験則を組み合わせる手法を開発した。そしてこれらを導入した火葬

炉の、実運転での効果を検証した。 

第 3 章は、全国各地 17 施設の火葬炉について排出されるダイオキシン類を実測

し、火葬炉の運転状況や機器の構成の違いにより解析し、火葬炉におけるダイオ

キシン類を削減するために、①1 つの主燃焼炉に対し、1 つの再燃焼炉を設置し、

制御性を高めること、②再燃焼温度、主燃焼温度を常時 800℃以上に維持すること、

③高度な集じん装置を備え、ダスト濃度を 0.01g/m3N 以下とすること、④集じん部

分での再合成を抑制するため排ガス温度を低減化してから集じんすること、を指

摘した。これらの知見をもとに火葬炉を設計し、第 2 章の自動燃焼システムを組

み込んだ実機を建設し、その火葬炉における排ガスと飛灰中のダイオキシン類測

定値の経年変化を検討し、その有効性を確認した。 

第 4 章では、30 体余の火葬について排ガス、焼骨、飛灰の水銀濃度を実測する

ことにより、それぞれの濃度範囲および溶出性を明らかにするとともに、水銀排

出量は排ガスとして平均 51.8mg/人でありこれは年間にすると 57kg/年と推計され、



同様に、飛灰としては、5.5kg/年であった。歯科治療歴から推測すると、約 20 年

後に排出量のピークを迎えるものと示唆された。 

第 5 章では、火葬炉残骨および飛灰に含まれる全クロムおよび六価クロムの濃

度を数箇所の火葬炉で調査し、クロムの起源はステンレス製の架台にあることを

明らかにした。 

第 6 章では、本研究により得られた知見の要点を整理し，本論文の総括を行っ

た。 
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